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本研究では、身近な水に含まれる銅イオンの量を原子吸光分析法により定量することを試みた。そして、この実験か
ら原子吸光法の測定技術や解析方法を学んだ。さらに、身近な水を対象にすることで、大学生の化学に関する興味や関
心の向上につとめた。
Abstract
図１ 本研究で用いた原子吸光装置により得られた検量線
銅イオン濃度/ppm
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原子吸光法を用いた水の分析
よって、銅管を熱する温度や銅管を流れる水の量で溶
けている銅イオンの濃度に違いが出ると思われる。そ
のため、温度の高い水は、銅イオンを多く含んでいる
と考えられる。
次に、水道水(和歌山市)と紀ノ川(採水場所：和歌山
市紀ノ川大橋付近)の水に含まれる銅イオンの量を調
べた。得られた結果を図３に示す。測定条件でデータ
に少しばらつきが見られるが、水道水に含まれる銅イ
オンの量が紀ノ川の水に比べ多くなっていることがわ
かる。これは、水道管に銅を使っているためだと思わ
れる。一般に、水道水では水に含まれる銅イオン量が
1.0ppm以下にすることが定められており??、和歌山
市の水道水はこの基準を十分に満たしているといえる。
今回の実践は主に大学生を対象とした実験であり、
約15年間の結果をまとめたものである。この実験を通
して、学生達は分析機器の使い方や解析方法を学んだ。
さらに、身近な環境について学習することも可能とな
った。今後も、環境に関したさまざまなテーマを題材
にした実験を行っていきたいと考えている。
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図３ 和歌山大学水道水(●)と紀ノ川(和歌山市)(◎)の
水中の銅イオン濃度(ppm)
図２ 湯沸かし器を通した水道水(和歌山市)の温度(℃)と
水中の銅イオン濃度(ppm)
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